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新年明けましておめでとうございます。 

日頃は本法人の活動を支えていただきありがとうございます。 

「脳の世紀推進会議」は 1993 年に脳関連の文部省重点領域研究の代表者が集ま

り、わが国における脳科学研究の発展をめざして、脳の世紀シンポジウムを開催

したことに始まります。2004 年からは特定非営利活動法人(NPO)として世界脳

週間の主催や脳科学オリンピックの共催も進めております。正会員・法人会員の

皆様、理化学研究所脳神経科学研究センターやブレインサイエンス振興財団様

には格別のご支援をいただき、心より感謝申し上げる次第です。 

この度 2023 年 6 月 1 日より新しい執行部がスタートいたしましたので、御礼

方々そのご報告を申し上げます。2023 年 11 月 18 日には予定されていた第 31

回脳の世紀シンポジウム「睡眠と脳」をハイブリッド開催し、12 月 24 日までオ

ンデマンド配信をいたしました。 

 

「脳の世紀推進会議」の設立以来、脳科学研究戦略推進プログラム（脳プロ）、

革新的技術による脳機能ネットワークの全容解明（革新脳）、戦略的国際脳科学

研究推進プログラム（国際脳）などの大型プロジェクトが実施され、脳研究は着

実に発展してまいりました。現在は「脳とこころの研究推進プログラム」のもと

で脳機能解明、精神・神経疾患の克服をめざして様々な研究が進められておりま

す。 

また、脳科学に関係する個々の学会の発展と共に、それらがまとまって脳科学関

連学会連合が発足するなど、研究者コミュニテイも大きく発展してきました。こ

の過程には本法人も様々な形で貢献できたのではないかと考えております。 

 

しかし、宇宙にも例えられる膨大な脳機能の全容解明にはまだまだ道のりがあ

り、多くの脳疾患はいまだ克服されたとは言い難い状況です。例えば、2023 年

には最大の認知症疾患であるアルツハイマー病の根本的治療薬レカネマブが市

販承認されました。これはまさに画期的な出来事ですが、その効果はまだまだ限

定的であり、多くの精神・神経疾患には有効な治療法がないという状態が続いて

います。脳科学研究のさらなる発展は必須であり、それにより国民の健康と福祉

の増進に貢献するという本法人の活動はますます重要となってきていると確信

しております。 

新執行部一同、伝統のある脳の世紀推進会議をしっかりと担って、脳科学の発展

と精神・神経疾患の克服に貢献すべく努力する所存です。今後ともご支援の程、

どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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